
(57)【要約】

【課題】組付け作業時に流入抑制部材（乱流抑制部材）

を同時に組付けることでガスメータの組立の手間をおさ

えることにある。

【解決手段】第一の計測流路部材４０と第二の計測流路

部材５０との対向する辺には、超音波を通過させるため

の伝播窓部４１，５２が形成され、伝播窓部４１，５２

には、計測流路３０の内部側から伝播窓部４１，５２を

覆うことで伝播窓部４１，５２から外部へとガスが流出

することを防止する乱流抑制部材６０が取付けられ、乱

流抑制部材６０には、第一の計測流路部材４０と第二の

計測流路部材５０との当接箇所に対応する位置に配置さ

れる固定部位６１が形成され、第一の計測流路部材４０

と第二の計測流路部材５０の当接箇所部位には両者を組

付ける組付け手段８０，９０がそれぞれ形成されており

、乱流抑制部材６０の固定部位６１を組付け手段８０，

９０を利用して当接箇所に固定する構成を有する。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 測 流 路 を 流 れ る ガ ス の 流 量 を 超 音 波 を 利 用 し て 計 測 す る ガ ス メ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 計 測 流 路 は 断 面 四 角 形 状 の 筒 体 で あ り 、 該 計 測 流 路 の 隣 り 合 う 二 辺 を 形 成 す る 断 面
略 Ｌ 字 形 状 の 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 該 計 測 流 路 の 隣 り 合 う 他 の 二 辺 を 形 成 す る 断 面 略 Ｌ 字
形 状 の 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と で 形 成 さ れ 、
　 該 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 該 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と の 対 向 す る 面 に は 、 超 音 波 を 通 過 さ せ
る た め の 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ 、 該 伝 播 窓 部 に は 、 前 記 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら 該 伝 播 窓 部 を
覆 う こ と で 該 伝 播 窓 部 か ら 外 部 へ と ガ ス が 流 出 す る こ と を 防 止 す る 乱 流 抑 制 部 材 が 取 付 け
ら れ 、
　 該 乱 流 抑 制 部 材 に は 、 前 記 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 前 記 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と の 当 接 箇 所
に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 固 定 部 位 が 形 成 さ れ 、
　 該 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 該 第 二 の 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 部 位 に は 両 者 を 組 付 け る 組 付
け 手 段 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て お り 、 前 記 乱 流 抑 制 部 材 の 固 定 部 位 を 該 組 付 け 手 段 を 利 用 し
て 前 記 当 接 箇 所 に 固 定 す る 構 成 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ガ ス メ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス メ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 組 付 け 手 段 は 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と の い ず れ か 一 方 の 当 接
箇 所 部 位 に 設 け ら れ た 凸 部 と 、 他 方 の 当 接 箇 所 部 位 に 設 け ら れ た 該 凸 部 を 挿 入 可 能 な 凹 部
と か ら な り 、
　 前 記 乱 流 抑 制 部 材 の 固 定 部 位 に は 、 前 記 一 方 の 当 接 箇 所 部 位 に 設 け ら れ た 凸 部 を 挿 通 可
能 な 孔 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ガ ス メ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ガ ス メ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 計 測 流 路 は 、 ガ ス の 流 れ を 整 え る 整 流 板 を 備 え 、
　 該 整 流 板 は 、 前 記 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら 前 記 乱 流 抑 制 部 材 を 該 計 測 流 路 に 押 し 付 け る 位
置 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ガ ス メ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の ガ ス メ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 乱 流 抑 制 部 材 を 嵌 め 込 み 可 能 で あ り 、 且 つ 固 定 状 態 時 に お け る 該 乱 流 抑 制 部 材 の 前
記 計 測 流 路 内 部 側 を 臨 む 面 と 前 記 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ た 該 計 測 流 路 内 部 側 の 面 と が 略 同 一
平 面 と な る 形 状 の 凹 部 位 が 前 記 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 前 記 第 二 の 計 測 流 路 部 材 に 形 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る ガ ス メ ー タ 。

                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス メ ー タ に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 ガ ス メ ー タ を 構 成 す る 主 要 な 部 材 同 士 の
組 付 け 作 業 が 容 易 な 超 音 波 式 の ガ ス メ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 式 の ガ ス メ ー タ の 従 来 例 と し て 、 ガ ス の 流 れ る 計 測 流 路 に 超 音 波 送 受 信 機 を 配 置
し た も の が あ る （ 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。 計 測 流 路 は 、 Ｕ 字 形 状 を し た 樹 脂 製 の 管 部 材 で
あ る 。 こ の 計 測 流 路 の 側 壁 に は 、 互 い に 所 定 の 角 度 で 向 か い 合 う 一 対 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ
て い る 。 両 貫 通 孔 に は 、 超 音 波 送 信 機 と 超 音 波 受 信 機 と が 計 測 流 路 外 部 側 か ら そ れ ぞ れ 嵌
め 込 ま れ て い る 。
　 ま た 計 測 流 路 内 壁 面 に 開 い た 貫 通 孔 の 開 口 部 分 は 、 板 部 材 で あ る 流 入 抑 制 体 （ 本 発 明 に
お け る 「 乱 流 抑 制 部 材 」 に 相 当 す る 。 ） に よ っ て 蓋 を さ れ て い る 。 超 音 波 送 信 機 か ら 送 信
さ れ た 超 音 波 は 、 こ の 流 入 抑 制 体 を 通 過 し て 超 音 波 受 信 機 に 受 信 さ れ る 。 こ の た め 流 入 抑
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制 体 の 材 質 と 形 状 と は 、 超 音 波 受 信 機 の 検 出 感 度 を 考 慮 し て 予 め 厳 格 に 設 定 さ れ て い る 。
　 計 測 流 路 は 、 溶 融 し た 樹 脂 を 成 形 型 に 流 し 込 む 成 形 作 業 に よ り 作 ら れ る 。 そ し て 上 述 の
流 入 抑 制 体 の 組 付 け 作 業 は 、 計 測 流 路 の 成 形 作 業 と と も に 行 な わ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
つ ま り 、 計 測 流 路 の 成 形 型 に 流 入 抑 制 体 を 予 め 装 着 し て お く 。 そ し て 溶 融 し た 樹 脂 を 成 形
型 に 流 し 込 む こ と で 、 流 入 抑 制 体 が 計 測 流 路 に 組 付 け ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ２ ２ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 上 述 の 組 付 け 作 業 で は 、 計 測 流 路 成 形 時 の 熱 に よ り 流 入 抑 制 体 が 変 形 す る 可 能 性
が あ っ た 。 も っ と も 、 こ の 流 入 抑 制 体 の 変 形 を 防 止 す る に は 、 計 測 流 路 形 成 時 の 熱 を 流 入
抑 制 体 に 加 え な け れ ば よ い 。 つ ま り 計 測 流 路 の 成 形 作 業 の 後 に 流 入 抑 制 体 の 組 付 け 作 業 を
行 え ば よ い 。 し か し 両 作 業 を 別 作 業 と す る と 、 ガ ス メ ー タ の 組 立 に そ の 分 手 間 が か か る 。
　 本 発 明 は 上 述 し た 点 に 鑑 み て 創 案 さ れ た も の で あ る 。 つ ま り 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る
課 題 は 、 組 付 け 作 業 時 に 流 入 抑 制 部 材 （ 乱 流 抑 制 部 材 ） を 同 時 に 組 付 け る こ と で ガ ス メ ー
タ の 組 立 の 手 間 を お さ え る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 各 発 明 は 次 の 手 段 を と る 。
　 第 １ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ は 、 計 測 流 路 を 流 れ る ガ ス の 流 量 を 超 音 波 を 利 用 し て 計 測
す る ガ ス メ ー タ で あ っ て 、 計 測 流 路 は 断 面 四 角 形 状 の 筒 体 で あ り 、 計 測 流 路 の 隣 り 合 う 二
辺 を 形 成 す る 断 面 略 Ｌ 字 形 状 の 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 計 測 流 路 の 隣 り 合 う 他 の 二 辺 を 形 成
す る 断 面 四 角 形 状 の 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と で 形 成 さ れ 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測
流 路 部 材 と の 対 向 す る 面 に は 、 超 音 波 を 通 過 さ せ る た め の 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ 、 伝 播 窓 部
に は 、 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら 伝 播 窓 部 を 覆 う こ と で 伝 播 窓 部 か ら 外 部 へ と ガ ス が 流 出 す る
こ と を 防 止 す る 乱 流 抑 制 部 材 が 取 付 け ら れ 、 乱 流 抑 制 部 材 に は 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第
二 の 計 測 流 路 部 材 と の 当 接 箇 所 に 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 固 定 部 位 が 形 成 さ れ 、 第 一 の
計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 部 位 に は 両 者 を 組 付 け る 組 付 け 手 段 が そ れ
ぞ れ 形 成 さ れ て お り 、 乱 流 抑 制 部 材 の 固 定 部 位 を 組 付 け 手 段 を 利 用 し て 当 接 箇 所 に 固 定 す
る 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 第 １ の 発 明 で は 、 先 ず 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 の そ れ ぞ れ の 当
接 箇 所 部 位 を 互 い に 突 き 当 て て 接 触 （ 当 接 ） さ せ て い く 。 そ れ ぞ れ の 当 接 箇 所 部 位 に は 組
付 け 手 段 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 組 付 け 手 段 に よ り 、 各 計 測 流 路 部 材 が 当 接 し た 状 態 で 組
付 け ら れ る こ と と な る 。
　 ま た 計 測 流 路 の 伝 播 窓 部 に は 、 乱 流 抑 制 部 材 が 組 付 け ら れ る 。 乱 流 抑 制 部 材 に は 固 定 部
位 が 形 成 さ れ て い る 。 固 定 部 位 は 、 各 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 に 向 き 合 う （ 対 応 す る ） 位
置 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 上 述 の 組 付 け 手 段 を 利 用 し て 、 各 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 に 固 定
部 位 が 固 定 さ れ る 。 固 定 部 位 が 当 接 箇 所 に 固 定 さ れ る こ と で 、 乱 流 抑 制 部 材 が 伝 播 窓 部 に
組 付 け ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 第 ２ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ は 、 第 １ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ で あ っ て 、 組 付 け 手
段 は 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 と の い ず れ か 一 方 の 当 接 箇 所 部 位 に 設 け
ら れ た 凸 部 と 、 他 方 の 当 接 箇 所 部 位 に 設 け ら れ た 凸 部 を 挿 入 可 能 な 凹 部 と か ら な り 、 乱 流
抑 制 部 材 の 固 定 部 位 に は 、 一 方 の 当 接 箇 所 部 位 に 設 け ら れ た 凸 部 を 挿 通 可 能 な 孔 部 が 形 成
さ れ て い る 。
　 第 ２ の 発 明 で は 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 部 位 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所
部 位 の い ず れ か 一 方 に 凸 部 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 他 方 の 当 接 箇 所 部 位 に は 凹 部 が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 凸 部 を 凹 部 に 挿 入 す る こ と で 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材
と が 組 付 け ら れ る 。
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　 ま た 乱 流 抑 制 部 材 の 固 定 部 位 に は 、 孔 部 が 形 成 さ れ て い る 。 上 述 の 凸 部 を 孔 部 に 挿 通 す
る こ と で 、 乱 流 抑 制 部 材 の 固 定 部 位 が 当 接 箇 所 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 第 ３ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ は 、 第 １ の 発 明 又 は 第 ２ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ に お
い て 、 計 測 流 路 は 、 ガ ス の 流 れ を 整 え る 整 流 板 を 備 え 、 整 流 板 は 、 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら
乱 流 抑 制 部 材 を 計 測 流 路 に 押 し 付 け る 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。
　 第 ３ の 発 明 で は 、 取 付 け 状 態 時 の 乱 流 抑 制 部 材 を 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら 計 測 流 路 に 整 流
板 が 押 し 付 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 第 ４ の 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ は 、 第 １ の 発 明 か ら 第 ３ の 発 明 の い ず れ か に 係 る ガ ス
メ ー タ に お い て 、 乱 流 抑 制 部 材 を 嵌 め 込 み 可 能 で あ り 、 且 つ 固 定 状 態 時 に お け る 乱 流 抑 制
部 材 の 計 測 流 路 内 部 側 を 臨 む 面 と 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ た 計 測 流 路 内 部 側 の 面 と が 略 同 一 平
面 と な る 形 状 の 凹 部 位 が 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流 路 部 材 に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 ４ の 発 明 で は 、 取 付 け 状 態 時 の 乱 流 抑 制 部 材 は 、 第 一 の 計 測 流 路 部 材 と 第 二 の 計 測 流
路 部 材 に 形 成 さ れ た 凹 部 位 に 嵌 め 込 ま れ て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ
た 計 測 流 路 内 部 側 の 面 と 乱 流 抑 制 部 材 の 計 測 流 路 内 部 側 を 臨 む 面 と は 略 同 一 平 面 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 先 ず 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 各 計 測 流 路 部 材 の 当 接 箇 所 と 対 応 す る 位 置 に 乱 流 抑 制 部 材 の
固 定 部 位 を 配 置 し た 状 態 で 各 計 測 流 路 部 材 を 当 接 さ せ て い く 。 こ の と き 組 付 け 手 段 は 、 各
計 測 流 路 部 材 を 組 付 け る と と も に 、 固 定 部 位 も 当 接 箇 所 に 固 定 す る 。 こ の た め 、 各 計 測 流
路 部 材 の 組 付 け 作 業 と 同 時 に 、 乱 流 抑 制 部 材 が 伝 播 窓 部 に 組 付 け ら れ る こ と と な る 。 こ の
た め 、 各 計 測 流 路 部 の 組 付 け 作 業 と 乱 流 抑 制 部 材 の 組 付 け 作 業 と を 別 々 に 行 う 場 合 と 比 較
し て 計 測 流 路 の 組 付 け 作 業 に か か る 作 業 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 と し て 、
乱 流 抑 制 部 材 の 組 付 け 作 業 と 計 測 流 路 の 成 形 作 業 と を 別 作 業 に し て も ガ ス メ ー タ の 組 立 作
業 の 手 間 を お さ え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 各 計 測 流 路 部 材 の 組 付 け 手 段 で あ る 凸 部 を 乱 流 抑 制 部 材 の 組
付 け 手 段 と し て 兼 用 す る こ と が で き る 。
　 次 に 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 乱 流 抑 制 部 材 を 計 測 流 路 の 内 部 側 か ら 計 測 流 路 に 整 流 板 が 押
し 付 け る こ と で 、 乱 流 抑 制 部 材 が 計 測 流 路 内 方 方 向 に ズ レ る こ と を 防 止 又 は 低 減 す る 。
　 次 に 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 伝 播 窓 部 が 形 成 さ れ た 計 測 流 路 内 部 側 の 面 と 乱 流 抑 制 部 材 の
計 測 流 路 内 部 側 を 臨 む 面 と は 略 同 一 平 面 で あ る 。 こ の た め 、 計 測 流 路 の 当 該 面 と 乱 流 抑 制
部 材 の 当 該 面 と の 間 に 段 差 が あ る 場 合 と 比 較 し て ガ ス を ス ム ー ズ に 流 す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は ガ ス メ ー タ の 外 観 図 、 図 ２ は ガ ス メ ー タ の 内 部 構 造 図 、 図 ３ ～ 図 ７ は ガ ス メ ー タ
の 各 構 成 部 材 の 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 に 係 る ガ ス メ ー タ １ は 、 超 音 波 を 利 用 し て ガ ス の 流 量 を 計 測 す る た め の 装 置 で
あ る 。 こ の ガ ス メ ー タ １ は 、 そ の 内 部 に 配 置 さ れ た 後 述 の 計 測 管 ３ ０ （ 図 ４ を 参 照 。 ） 内
に 流 れ る ガ ス の 流 量 を 計 測 す る 。 こ の 計 測 管 ３ ０ 内 部 に は 、 後 述 の 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ が 配
置 さ れ て い る 。 こ の 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ と 計 測 管 ３ ０ と は 、 お 互 い を 組 付 け る た め の 組 付 け
作 業 が 容 易 な 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
［ ガ ス メ ー タ 外 観 ］
　 図 １ の ガ ス メ ー タ １ は 略 長 方 形 状 の 箱 体 で あ る 。 同 図 で 見 て 、 ガ ス メ ー タ １ の 上 方 位 置
に は ガ ス 供 給 元 流 入 口 ３ と ガ ス 設 備 流 出 口 ５ と が 設 け ら れ て い る 。
　 ガ ス の 供 給 先 と な る ガ ス 会 社 等 か ら 供 給 さ れ た ガ ス は 、 ガ ス 供 給 元 流 入 口 ３ か ら ガ ス メ
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ー タ １ 内 に 流 入 す る 。 ガ ス メ ー タ １ 内 で ガ ス 流 量 が 計 測 さ れ た ガ ス は 、 ガ ス 設 備 流 出 口 ５
か ら 流 出 さ れ ガ ス を 使 用 す る 設 備 ・ 施 設 へ と 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ガ ス メ ー タ １ 正 面 に は 、 ガ ス 流 量 の 積 算 値 等 を 表 示 す る 表 示 手 段 ７ が 設 け ら れ て い る 。
表 示 手 段 ７ の 表 示 内 容 は 、 切 換 え 用 ス イ ッ チ （ 図 示 し な い 。 ） で 適 宜 変 更 で き る 。
　 ま た 、 端 子 カ バ ー ９ で 覆 わ れ た 部 位 の 内 部 に は 、 通 信 端 子 （ 図 示 し な い 。 ） が 配 置 さ れ
て い る 。 通 信 装 置 （ 図 示 し な い 。 ） を 通 信 端 子 に 接 続 す る こ と で 、 そ の 通 信 装 置 か ら 送 ら
れ る 信 号 に よ り ガ ス メ ー タ １ を 操 作 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
［ ガ ス メ ー タ 内 部 ］
　 図 ２ の ガ ス メ ー タ １ 内 部 に は 、 第 一 の ガ ス 流 路 １ ０ と ， ガ ス 流 量 計 測 流 路 ２ ０ と ， 第 二
の ガ ス 流 路 １ ５ と が 形 成 さ れ て い る 。 ガ ス メ ー タ １ 内 で 各 流 路 が 連 通 し 、 同 図 で 見 て 略 Ｕ
字 型 に ガ ス の 通 る 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。
　 上 述 の ガ ス 供 給 元 流 入 口 ３ か ら ガ ス メ ー タ １ 内 部 に 流 入 し た ガ ス は 、 第 一 の ガ ス 流 路 １
０ を 通 過 し て ガ ス 流 量 計 測 流 路 ２ ０ へ と 流 入 す る 。 ガ ス 流 量 計 測 流 路 ２ ０ へ と 流 入 し た ガ
ス は 、 超 音 波 を 利 用 し て そ の 流 量 が 計 測 さ れ る 。 流 量 が 計 測 さ れ た ガ ス は 、 第 二 の ガ ス 流
路 １ ５ を 通 り 上 述 の ガ ス 設 備 流 出 口 ５ か ら 外 部 へ と 流 出 し て い く 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ガ ス メ ー タ １ に 流 入 す る ガ ス の 圧 力 は 、 第 二 の ガ ス 流 路 １ ５ に 設 け ら れ た 圧 力 セ ン サ １
５ ａ に よ り 計 測 さ れ て い る 。 第 一 の ガ ス 流 路 １ ０ に は 遮 断 弁 １ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。 そ
し て 、 圧 力 セ ン サ １ ５ ａ に よ り 異 状 が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 図 ２ で 見 て 左 方 向 に 遮 断 弁 １
０ ａ が 移 動 し て 第 一 の ガ ス 流 路 １ ０ を 遮 断 す る 。 検 出 さ れ る 異 状 と し て は 、 例 え ば 予 め 設
定 さ れ た 圧 力 範 囲 を ガ ス 圧 が 超 え た 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
［ ガ ス 流 量 計 測 流 路 ］
　 図 ３ の ガ ス 流 量 計 測 流 路 ２ ０ は 、 本 体 ケ ー ス ２ １ と ， 計 測 管 ３ ０ と か ら な る 。
　 本 体 ケ ー ス ２ １ は 、 上 蓋 部 材 ２ １ ａ と 底 蓋 部 材 ２ １ ｂ と で 構 成 さ れ て い る 。
　 上 蓋 部 材 ２ １ ａ は 、 本 体 ケ ー ス ２ １ の 外 形 を 形 作 る 箱 体 で あ る 。 上 蓋 部 材 ２ １ ａ の 上 部
に は 、 本 体 ケ ー ス ２ １ 内 部 と 各 ガ ス 流 路 と を 連 通 す る 開 口 部 ２ ２ ， ２ ３ が 形 成 さ れ て い る
。 ま た 上 蓋 部 材 ２ １ ａ の 両 側 面 に は 、 二 つ の 超 音 波 送 受 信 セ ン サ （ 図 示 し な い 。 ） を そ れ
ぞ れ 組 付 け る た め の セ ン サ 収 納 部 ２ ５ が 二 ヶ 所 形 成 さ れ て い る 。 二 つ の セ ン サ 収 納 部 ２ ５
， ２ ５ は 、 ガ ス の 流 れ る 方 向 （ 同 図 の 矢 印 で 示 し た 方 向 ） に 対 し て 所 定 の 角 度 θ を も っ て
対 向 し て い る 。
　 こ の 上 蓋 部 材 ２ １ ａ に 平 板 形 状 の 底 蓋 部 材 ２ １ ｂ を 嵌 め 込 む こ と で 、 内 部 が 中 空 の 本 体
ケ ー ス ２ １ が 形 成 さ れ る 。 こ の 本 体 ケ ー ス ２ １ 内 部 に は 計 測 管 ３ ０ が 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
［ 計 測 管 ］
　 図 ３ の 計 測 管 ３ ０ は 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ と 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ と 上 面 部 ３ ０ ｕ と 底 面
部 ３ ０ ｄ の 四 辺 で 構 成 さ れ る 断 面 略 長 方 形 状 の 管 部 材 で あ る 。
　 図 ４ の 計 測 管 ３ ０ は 、 第 一 の 計 測 管 部 材 ４ ０ と ， 第 二 の 計 測 管 部 材 ５ ０ と ， 乱 流 抑 制 部
材 ６ ０ と ， 整 流 板 ７ ０ と か ら な る 。
　 第 一 の 計 測 管 部 材 ４ ０ と 第 二 の 計 測 管 部 材 ５ ０ と は 、 計 測 管 ３ ０ の 外 形 部 分 を 構 成 す る
部 材 で あ る 。 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 、 計 測 管 ３ ０ の 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ の 内 壁 側 に 配 置
さ れ る 。 な お 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ 側 に 配 置 さ れ る 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 便 宜 上 図 示 し な い 。
　 ま た 整 流 板 ７ ０ は 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ に 架 橋 さ れ る 。
　 以 下 、 各 構 成 要 件 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 第 一 の 計 測 管 部 材 ， 第 二 の 計 測 管 部 材 ］
　 図 ４ の 第 一 の 計 測 管 部 材 ４ ０ と 第 二 の 計 測 管 部 材 ５ ０ と は 、 断 面 略 Ｌ 字 形 状 の 長 尺 な 板
部 材 で あ る 。 第 一 の 計 測 管 部 材 ４ ０ は 、 上 述 し た 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ と 底 面 部 ３ ０ ｄ の 二
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面 を 構 成 す る （ 図 ３ を 参 照 。 ） 。 第 二 の 計 測 管 部 材 ５ ０ は 、 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ と 上 面 部
３ ０ ｕ の 二 面 を 構 成 す る （ 図 ３ を 参 照 。 ） 。
　 こ の 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ に は 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 第 一 の 側 壁 部 ３ ０
ｌ の 内 壁 面 に は 溝 部 ８ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ に は 第 二 の セ ン サ 孔
５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ の 内 壁 面 に は 溝 部 ８ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 先 ず 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ と 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ は 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ を 貫 通 し た
略 長 方 形 状 の 貫 通 孔 で あ る 。
　 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ は 、 図 ４ で 見 て 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ の 左 寄 り に 形 成 さ れ て い る 。 ま
た 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ は 、 同 図 で 見 て 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ の 右 寄 り に 形 成 さ れ て い る 。 こ
の た め 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ は 、 計 測 管 ３ ０ 組 付 け 時 に お い て 所 定 の 角 度 θ を も っ て 対 向
す る こ と と な る 。 上 述 の セ ン サ 収 納 部 ２ ５ ， ２ ５ に 収 納 さ れ た 一 対 の 超 音 波 送 受 信 セ ン サ
は 、 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ を 通 し て 計 測 管 ３ ０ 内 部 を 臨 む こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ に は 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ の 内 壁 側 か ら 後 述 の 乱 流 抑 制
部 材 ６ ０ が 取 付 け ら れ る 。 こ の た め 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ が 配 置 さ れ る 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５
２ 周 囲 は 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ の 厚 み 方 向 に 向 け て 凹 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹
形 状 の 部 分 が 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 収 納 す る 収 納 部 ４ ５ と な る 。 図 ４ に 示 す 収 納 部 ４ ５ ， ４
５ は 正 面 略 長 方 形 状 の 凹 部 で あ り 、 後 述 の 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 嵌 め 込 み 可 能 な 形 状 と な っ
て い る 。 ま た 収 納 部 ４ ５ ， ４ ５ の へ こ み 寸 法 は 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 厚 み と ほ ぼ 同 じ に 設
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 溝 部 ８ ５ は 、 底 面 部 ３ ０ ｄ に 対 し て 平 行 に 走 る 溝 で あ る 。 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ に は
三 本 の 溝 部 ８ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 上 面 部 ３ ０ ｕ に 対 し て 平 行 に 走 る 三 本 の 溝 部 ８ ５
が 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 溝 部 ８ ５ は 、 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ を 横 切
っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 部 ８ ５ の 長 さ は 、 上 述 の 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ 間 の 間 隔 よ り
も 長 く 設 定 さ れ て い る 。
　 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ に 形 成 さ れ た 溝 部 ８ ５ と 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ に 形 成 さ れ た 溝 部 ８ ５
と は 、 計 測 管 ３ ０ 組 付 け 時 に は 互 い に 向 き 合 う こ と と な る 。 そ し て 、 こ の 向 か い 合 う 二 つ
の 溝 部 ８ ５ を 利 用 し 、 後 述 の 整 流 板 ７ ０ が 橋 架 さ れ て 固 定 さ れ る 。
　 な お 溝 部 ８ ５ の 両 端 部 分 は 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ の 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 孔 （ 図 示 し
な い 。 ） が 設 け ら れ い る 。 整 流 板 ７ ０ が 橋 架 さ れ て 固 定 さ れ る 際 に は 、 整 流 板 ７ ０ に 形 成
さ れ た 後 述 の 突 出 部 位 ７ ２ が 嵌 め 込 ま れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ 上 方 に は 、 突 起 部 材 ９ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 突 起 部 材 ９ ０ は 円
柱 形 状 で あ り 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ 上 方 に 六 つ 形 成 さ れ て い る 。 六 つ の 突 起 部 材 ９ ０ は 底
面 部 ３ ０ ｄ と 平 行 に 形 成 さ れ 、 互 い に 所 定 間 隔 を 空 け て 配 列 し て い る 。 こ の 突 起 部 材 ９ ０
の 一 つ は 、 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ の 上 部 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ 下
方 に も 、 六 つ の 突 起 部 材 ９ ０ が 上 面 部 ３ ０ ｕ に 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 突 起 部 材 ９ ０
の 一 つ は 、 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ の 下 部 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 底 面 部 ３ ０ ｄ の 長 尺 な 辺 の 縁 に は 、 挿 入 孔 ８ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 孔 ８ ０ は 、
上 述 の 突 起 部 材 ９ ０ が 挿 入 可 能 な 大 き さ の 孔 で あ る 。 こ の 挿 入 孔 ８ ０ は 、 図 ４ の 通 り 、 上
述 の 突 起 部 材 ９ ０ と 対 応 す る 位 置 に 六 ヶ 所 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 上 面 部 ３ ０ ｕ の 長 尺 な 辺 の 縁 に も 、 挿 入 孔 ８ ０ が 六 ヶ 所 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 整 流 板 ］
　 整 流 板 ７ ０ は 、 計 測 管 ３ ０ 内 の ガ ス の 流 れ を 整 え る た め の 部 材 で あ る 。
　 図 ４ の 整 流 板 ７ ０ は 略 平 板 形 状 の 板 部 材 で あ る 。 整 流 板 ７ ０ の 形 状 は 、 同 図 の 上 か ら 見
て 長 方 形 状 と な っ て い る 。 そ し て 整 流 板 ７ ０ の 長 尺 な 辺 の 長 さ は 、 上 述 の 溝 部 ８ ５ の 長 さ
と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 こ の た め 上 述 の 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ に 嵌 め 込 ま れ た 整 流 板 ７ ０ は 、
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各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ を 横 切 っ て 配 置 さ れ る こ と と な る 。
　 ま た 整 流 板 ７ ０ の 四 隅 に は 、 そ の 短 尺 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 位 ７ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
上 述 の 溝 部 ８ ５ に 整 流 板 ７ ０ を 嵌 め 込 む 際 に は 、 こ の 突 出 部 位 ７ ２ を 溝 部 ８ ５ 両 端 の 孔 に
差 し 込 み 位 置 決 め を す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 乱 流 抑 制 部 材 ］
　 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 、 所 定 方 向 （ 図 ３ を 参 照 。 ） に 流 れ る ガ ス が 渦 な ど を 発 生 さ せ る こ
と な く ス ム ー ズ に 流 れ る た め に 必 要 な 部 材 で あ る 。 つ ま り 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 、 上 述 の 各
セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ か ら ガ ス が 流 入 ・ 流 出 す る こ と を 防 止 す る 部 材 で あ る 。 計 測 管 ３ ０ 内
を ス ム ー ズ に ガ ス が 流 れ る こ と で 、 所 定 の 流 量 測 定 精 度 が 維 持 で き る 。
　 図 ５ の 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 略 平 板 形 状 の 板 部 材 で あ り 、 上 述 の 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ を
覆 う 大 き さ を 有 す る 。 ま た 同 図 で 見 て 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ は 、 そ の 上 方 部 分 が 凸 形 状 に 突 出
し た 固 定 部 位 ６ １ を 形 成 し て い る 。 こ の 固 定 部 位 ６ １ に は 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を そ の 厚 み
方 向 に 貫 通 す る 取 付 孔 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 取 付 孔 ６ ２ は 、 上 述 の 突 起 部 材 ９ ０ （
図 ４ を 参 照 。 ） が 挿 入 可 能 な 径 を 有 す る 。 そ し て 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ に 乱 流 抑 制 部 材 ６
０ を 配 置 し た 状 態 で は 、 上 述 の 突 起 部 材 ９ ０ に 取 付 孔 ６ ２ が 臨 む こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 中 央 部 分 に 位 置 す る 超 音 波 通 過 部 位 ６ ３ に は 、 微 細 孔 が 形 成 さ
れ て い る 。 一 方 の 超 音 波 送 受 信 機 か ら 送 信 さ れ た 超 音 波 は 、 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ に 取 付 け
ら れ た 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 微 細 孔 を 通 過 し て 計 測 管 ３ ０ 内 部 に 送 信 さ れ る 。 送 信 さ れ た 超
音 波 は 、 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ に 取 付 け ら れ た 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 微 細 孔 を 通 過 し て 他 方 の
超 音 波 送 受 信 機 で 受 信 さ れ る 。 こ の た め 超 音 波 通 過 部 位 ６ ３ の 微 細 孔 は 、 超 音 波 送 受 信 機
の 検 出 感 度 な ど を 考 慮 し て 最 適 な 形 状 ・ 大 き さ ・ 間 隔 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 各 部 材 の 組 付 け 方 法 ］
　 計 測 管 ３ ０ の 各 部 材 の 組 付 け 方 法 を 図 ４ ， 図 ６ ， 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 図 ６ は
、 計 測 管 ３ ０ の 一 部 透 明 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ６ に お い て 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ が 突 起 部 材 ９
０ に 組 付 け ら れ た 状 態 の 計 測 管 ３ ０ の 断 面 図 で あ る 。
　 先 ず 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ の 内 壁 面 に 設 け ら れ た 収 納 部 ４ ５ に 図 ４
の 矢 印 方 向 か ら 嵌 め 込 む 。 こ の と き 図 ７ に 示 す と お り 、 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ の 上 部 位 置 に
設 け ら れ た 突 起 部 材 ９ ０ が 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 取 付 孔 ６ ２ に 挿 通 さ れ る 。 そ し て 第 二 の 側
壁 部 ３ ０ ｒ の 内 壁 面 に 設 け ら れ た 収 納 部 ４ ５ に も 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 嵌 め 込 む 。 こ の 場 合
も 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ の 下 部 位 置 に 設 け ら れ た 突 起 部 材 ９ ０ が 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 取 付 孔
６ ２ に 挿 通 さ れ る 。
　 更 に 整 流 板 ７ ０ の 一 方 の 縁 を 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ の 内 壁 面 に 設 け ら れ た 溝 部 ８ ５ に 図
４ の 矢 印 方 向 か ら 嵌 め 込 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 第 一 の 計 測 管 部 材 ４ ０ に 第 二 の 計 測 管 部 材 ５ ０ を 図 ４ の 矢 印 方 向 か ら 近 づ け て い
く 。
　 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ 上 方 に は 、 上 面 部 ３ ０ ｕ の 長 尺 な 辺 の 縁 が 当 接 す る 。 同 時 に 第 二 の
側 壁 部 ３ ０ ｒ 下 方 に は 、 下 面 部 ３ ０ ｄ の 長 尺 な 辺 の 縁 が 当 接 す る 。
　 そ し て 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ 上 方 に 設 け ら れ た 突 起 部 材 ９ ０ が 、 上 面 部 ３ ０ ｕ に 設 け ら れ
た 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る 。 こ の と き 第 一 の セ ン サ 孔 ４ １ の 上 部 位 置 に 設 け ら れ た 突 起 部
材 ９ ０ も 対 応 す る 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る 。 当 該 突 起 部 材 ９ ０ は 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 取
付 孔 ６ ２ に 挿 通 さ れ た 状 態 で 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る こ と と な る 。 そ し て 乱 流 抑 制 部 材 ６
０ の 固 定 部 位 ６ １ は 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ａ に 上 面 部 ３ ０ ｕ に よ っ て 押 し 付 け ら れ て 固 定 さ
れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 同 時 に 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ 下 方 に 設 け ら れ た 突 起 部 材 ９ ０ も 、 下 面 部 ３ ０ ｄ に 設 け
ら れ た 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る 。 こ の と き 第 二 の セ ン サ 孔 ５ ２ の 下 部 位 置 に 設 け ら れ た 突
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起 部 材 ９ ０ も 対 応 す る 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る 。 当 該 突 起 部 材 ９ ０ は 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０
の 取 付 孔 ６ ２ に 挿 通 さ れ た 状 態 で 挿 入 孔 ８ ０ に 挿 入 さ れ る こ と と な る 。 そ し て 乱 流 抑 制 部
材 ６ ０ の 固 定 部 位 ６ １ は 、 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｂ に 下 面 部 ３ ０ ｄ に よ っ て 押 し 付 け ら れ て 固
定 さ れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 整 流 板 ７ ０ の 他 方 の 縁 は 、 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ の 内 壁 面 に 設 け ら れ た 溝 部 ８ ５ に
嵌 め 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ と 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ と の 間 に 整 流 板 ７
０ が 橋 架 さ れ た 状 態 と な る 。 整 流 板 ７ ０ は 、 図 ６ の 通 り 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 横 切 っ て 配
置 さ れ る 。 こ の 状 態 で 整 流 板 ７ ０ の 一 方 の 縁 は 、 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ に 配 置 さ れ た 乱 流 抑
制 部 材 ６ ０ を 計 測 管 ３ ０ の 内 側 か ら 第 一 の 側 壁 部 ３ ０ ｌ に 押 し 付 け る こ と と な る 。 ま た 同
時 に 整 流 板 ７ ０ の 他 方 の 縁 は 、 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ に 配 置 さ れ た 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 計 測
管 ３ ０ の 内 側 か ら 第 二 の 側 壁 部 ３ ０ ｒ に 押 し 付 け る こ と と な る 。
　 こ の よ う に 、 計 測 管 ３ ０ の 組 付 け と 同 時 に 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 組 付 け が 行 わ れ る 。 な お
上 述 の 組 付 け 作 業 に お い て は 、 必 要 に 応 じ て 所 定 の 治 具 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
［ 作 用 ・ 効 果 ］
　 先 ず ガ ス メ ー タ １ に よ れ ば 、 各 計 測 管 部 材 ４ ０ ， ５ ０ の 組 付 け 作 業 と 同 時 に 乱 流 抑 制 部
材 ６ ０ が 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ に 組 付 け ら れ る こ と に な る 。 よ っ て 、 各 計 測 管 部 材 ４ ０ ，
５ ０ の 組 付 け 作 業 と 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 組 付 け 作 業 と を 別 々 に 行 う 場 合 と 比 較 し て 計 測 管
３ ０ の 組 付 け 作 業 に お け る 組 付 け 時 間 の 短 縮 化 が 図 ら れ る 。 こ の 結 果 と し て 、 ガ ス メ ー タ
１ の 組 立 作 業 時 の 手 間 を お さ え る こ と が で き る 。
　 ま た 組 付 け の 準 備 段 階 に お い て 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ が 収 納 部 ４ ５ に 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で
突 起 部 材 ９ ０ が 取 付 孔 ６ ２ に 挿 通 さ れ る 。 こ の た め 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 位 置 決 め も 同 時 に
で き る 。 つ ま り 計 測 管 ３ ０ の 組 付 け 手 段 で あ る 突 起 部 材 ９ ０ は 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 位 置
決 め 手 段 と し て の 働 き も 兼 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ に 計 測 管 ３ ０ の 内 側 か ら 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ を 整 流 板 ７ ０
を 用 い て 押 し 付 け る こ と で 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ が 計 測 管 ３ ０ 内 方 方 向 に ズ レ る こ と を 防 止
又 は 低 減 す る 。 つ ま り 整 流 板 ７ ０ の 適 切 な 位 置 状 態 を 維 持 で き る 。
　 次 に 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 計 測 管 ３ ０ 内 部 側 を 臨 む 面 と 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ が 形 成 さ
れ た 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ 内 壁 面 と が 略 同 一 平 面 と な る 。 こ の た め 、 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０
の 当 該 面 と 各 側 壁 部 ３ ０ ｌ ， ３ ０ ｒ 内 壁 面 と の 間 に 段 差 が あ る 場 合 と 比 較 し て ガ ス が ス ム
ー ズ に 流 れ る 。 つ ま り 、 段 差 に ガ ス が ぶ つ か る こ と で 乱 流 が 生 じ る と い う こ と が 防 止 ま た
は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
［ そ の 他 の 実 施 の 形 態 ］
　 本 発 明 に 係 る ガ ス メ ー タ １ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 他
各 種 の 実 施 の 形 態 を 取 り 得 る 。
　 先 ず 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ の 形 状 ・ 大 き さ は 、 取 付 け ら れ る 超 音 波 送 受 信 機 の 形 状 ・ 大
き さ に 合 わ せ て 適 宜 変 更 さ れ る 。 こ の と き 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 超 音 波 通 過 部 位 ６ ３ の 形 状
も 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ の 形 状 ・ 大 き さ に 合 わ せ て 対 応 し て 形 成 さ れ る 。
　 ま た 溝 部 ８ ５ の 数 は 、 配 置 さ れ る 整 流 板 ７ ０ の 枚 数 に 応 じ て 適 宜 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 形 状 は 、 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ を 覆 う こ と が で き る 限 り ， 円 形
・ 多 角 形 な ど 各 種 の 形 状 を と る こ と が で き る 。 こ の と き 収 納 部 ４ ５ の 形 状 も 乱 流 抑 制 部 材
６ ０ の 形 状 に 合 わ せ て 適 宜 変 更 さ れ る 。
　 乱 流 抑 制 部 材 ６ ０ の 固 定 部 位 ６ １ の 形 状 も 適 宜 変 更 で き る 。
　 次 に 突 起 部 材 ９ ０ の 形 状 は 、 三 角 柱 ・ 四 角 柱 ・ 六 角 柱 な ど の 角 柱 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 突 起 部 材 ９ ０ の 数 ・ 配 置 間 隔 も 適 宜 変 更 で き る 。 各 セ ン サ 孔 ４ １ ， ５ ２ の 上 方 に 設
け ら れ る 突 起 部 材 ９ ０ の 数 は 複 数 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 固 定 部 位 ６ １ の 孔 部 も
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複 数 形 成 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 ガ ス メ ー タ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ガ ス メ ー タ の 内 部 構 造 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ガ ス 流 量 計 測 流 路 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 計 測 管 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 乱 流 抑 制 板 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 計 測 管 の 一 部 透 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 一 の 計 測 管 部 材 と 乱 流 抑 制 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 ガ ス メ ー タ
３ 　 ガ ス 供 給 元 流 入 口
５ 　 ガ ス 設 備 流 出 口
７ 　 表 示 手 段
９ 　 端 子 カ バ ー
１ ０ 　 ガ ス 流 路
１ ０ ａ 　 遮 断 弁
１ ５ 　 ガ ス 流 路
１ ５ ａ 　 圧 力 セ ン サ
２ ０ 　 ガ ス 流 量 計 測 流 路
２ １ 　 本 体 ケ ー ス
２ １ ａ 　 上 蓋 部 材
２ １ ｂ 　 底 蓋 部 材
２ ２ ， ２ ３ 　 開 口 部
３ ０ 　 計 測 管
３ ０ ｌ 　 第 一 の 側 壁 部
３ ０ ｒ 　 第 二 の 側 壁 部
３ ０ ｕ 　 上 面 部
３ ０ ｄ 　 底 面 部
４ ０ 　 計 測 管 部 材
４ １ 　 第 一 の セ ン サ 孔
４ ５ 　 収 納 部
５ ０ 　 第 二 の 計 測 管 部 材
５ ２ 　 第 二 の セ ン サ 孔
６ ０ 　 乱 流 抑 制 部 材
６ １ 　 固 定 部 位
６ ２ 　 取 付 孔
６ ３ 　 超 音 波 通 過 部 位
７ ０ 　 整 流 板
７ ２ 　 突 出 部 位
８ ０ 　 挿 入 孔
８ ５ 　 溝 部
９ ０ 　 突 起 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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